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竜王町人権に関する町民意識調査報告書 

【概要版】※全 35 問のうち一部を紹介しています 

 

 

調査の目的 

 人権問題について町民の思いや考えを知り、前回（2012 年度）に実施した町民意識調査

や滋賀県の人権に関する県民意識調査（2016 年度）の結果と比較することにより、人権問

題に対する意識の変化や実態を明らかにし、今後の人権施策および人権教育・啓発活動を推

進するための基礎資料を得ることを目的として実施しました。 

 

調査設計 

（1）調査対象：2019 年 9 月 1 日現在、竜王町内に居住する満 16 歳以上の男女から、無作

為抽出法により 1,000 人を抽出しました。（外国人住民を含む） 

（2）調査期間：2019 年 10 月 7 日（月）から 2019 年 10 月 31 日（木）まで 

（3）調査方法：郵送調査 

 

回収結果 

配布数 
宛先不明等 

調査不能 
有効回収数 有効回収率 

1,000 人 5 人 469 人 46.9% 

 
回答者属性 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

竜王町教育委員会 

回答数
(人) 

469 

 

性別 

（％） 

その他、答えたくない 女性 男性 無回答 

回答数 
(人) 

469 

１０ 

歳代 

２０ 

歳代 

３０ 

歳代 

４０ 

歳代 

５０ 

歳代 

６０ 

歳代 

７０ 

歳代 

以上 

無回答 

年齢 

（％） 



1 

24.9 

30.9 

15.8 

72.7 

67.2 

80.9 

2.3 

1.9 

3.3 

27.4 

29.9 

35.0 

4.3 

23.9 

23.2 

32.9 

34.1 

2.4 

24.4 

41.4 

20.7 

34.5 

10.3 

20.7 

22.7 

39.8 

39.8 

4.7 

50.8 

0% 20% 40% 60%

全体

女性

男性

前回調査

（2012）全体

調査結果 
 
Q．あなたは過去５年間で心を傷つけられるような人権侵害を受けたことがありますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Q．人権侵害を受けたとき、あなたはどうしましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

  

前回調査（2012） 

 

滋賀県調査（2016） 

不明・
無回答 

ない ある 

回答数 
(人) 

469 

 

265 

 

183 

 

919 

 

1,519 

全体 

 

女性 

 

男性 

13.9

11.9

83.6

87.8

2.5

0.3

※前回調査(2012)は「3 年以内」という設問でした。 

（％） 

過去５年間に人権侵害を受けた

経験について、「ある」が前回より

も増加しています。また、その割合

は女性の方が高くなっています。

「人権侵害事例が多い」と捉えられ

ますが、問題意識を持つ人が増えた

という捉え方もできます。 

人権侵害を受けたときの対応は

前回結果と比べ、「相手に抗議した」

人が増え、「何もしなかった」人が

半減しており、きちんと抗議できて

いるのは、竜王町民の人権意識の高

まりととらえることができます。 

一方、女性は男性に比べて「相手

に抗議した」人が少なく、逆に「何

もしなかった」人が多くなっていま

す。女性が声をあげにくい環境があ

ると思われます。 

回答数 
(人) 

117 
 

82 
 

29 
 

128 

 

相手に抗議した 

 

 

 

家族、親戚に相談した 

（身近な人に相談した） 
 
 
 

友人、職場の同僚・上司 

に相談した 

（身近な人に相談した） 
 
 
 

行政機関（役場や県の機関） 

に相談した 
 
 
 
 

何もしなかった 

（だまって我慢した） 



2 

14.9 

13.1

9.4 

31.3 

25.9

27.6 

53.5 

58.9

62.0 

0.2 

2.1

1.0 

50.0 

21.8 

44.3 

57.8 

1.4 

14.3 

0.0 

2.0 

1.4 

0.0 

2.9 

4.1 

30.9 53.5 10.1 

1.4 0.5 

3.7 

50.0 

21.8 

44.3 

57.8 

1.4 

14.3 

0.0 

2.0 

1.4 

0.0 

2.9 

4.1 

Q．あなたは過去５年間で、町内で開催された人権研修にどのくらい参加しましたか。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

Q．参加して人権問題の理解に役立ちましたか。               

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

Q．参加しなかったのは、どのような理由からですか。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

  

不明・
無回答 

今回調査（2019） 

 

前回調査（2012）  

 

滋賀県調査（2016） 

回答数 
(人) 

469 

 

919 

 

1,519 

参加した 
ことがない 

何度も参加した
ことがある 

1、2回参加し
たことがある 

※滋賀県調査は「講演会・研修会等の参加」 

全体 

 

何度も参加した

ことがある 
 

1～2回参加した

ことがある  

 

 

回答数 
(人) 

217 

 

70 

 

147 

地区別懇談会や研修会に『参

加したことがある（「何度もあ

る」と「１～２回ある」の合計）』

の割合は 46.2％と滋賀県調査

（2016）を上回っており、竜王

町民の参加意識の高さがうか

がえます。 

研修会に「何度も参加したこ

とがある」人では、「役立った」

が 50.0％となっており、参加

頻度が高いほど学びが深まっ

ています。 

参加しなかった理由につい

ては、「開催されていることを

知らなかったから」が 43.8％

と最も高くなっており、周知方

法について検証し、より効果的

な対応が必要です。 

役に
立たな
かった 

不明・
無回答 

あまり役 
に立たな 
かった 

役立った 少しは 
役立った 

その他 

43.8 

12.4 

6.4 

8.4 

13.1 

9.2 

4.8 

2.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

開催されていることを

知らなかったから

参加しづらい曜日・

時間帯だったから

参加しづらい雰囲気

を感じるから

すでに人権問題はある程度

理解しているから

内容に関心がないから

わからない

その他

不明・無回答

全体

1．開催されていることを知らなかったから 
 

2．参加しづらい曜日・時間帯だったから 

 

3．参加しづらい雰囲気を感じるから 
 

4．すでに人権問題はある程度理解しているから 

 

5．内容に関心がないから 
 

6．わからない 
 

7．その他 
 

8．不明・無回答 

回答数 
(人) 

251 

 

（％） 

（％） 



3 

11.3 

46.9 

7.9 

29.6 

19.6 

9.4 

20.3 

21.3 

51.8 

17.5 

50.5 

23.7 

13.0 

22.0 

17.1 

21.1 

4.3 

4.3 

4.3 

4.3 

14.8 

56.0 

13.6 

41.8 

27.2 

22.6 

41.5 

32.5 

37.6 

10.8 

33.5 

15.2 

15.9 

3.2 

4.5 

6.4 

4.5 

7.4 

6.9 

4.1 

 
Q．ア～エの風習やしきたりについて、どう思いますか。 

 

 

 

 

 
前回調査（2012） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おかしいと思
うが、自分だ
け反対しても
仕方がない 

不明・
無回答 

わから
ない 

改めたほ
うがいい 

当然の 
ことと思う 

ア 結婚の相手を決めるとき、家柄や血筋を

考えること 

イ 結婚式場で「○○家・△△家結婚披露

宴」といった掲示をすること 

ウ 地域の祭りごと等で、女性が参加できな

いことがあること 

エ 結婚式は「大安」の日を選んだり、「友引」

の日にはお葬式を避けたりすること 

ア 結婚の相手を決める時、家柄や血筋を

考えること 

イ 結婚式場で「○○家・△△家結婚披露

宴」といった掲示をすること 

ウ 地域の祭りごと等で、女性が主体的に参

加できないことがあること 

エ 結婚式は「大安」の日を選んだり、「友引」

の日にはお葬式を避けること 

おかしいと思
うが、自分だ
け反対しても
仕方がない 

不明・
無回答 

間違っ
ている
ので、
改めた 

間違って
いるので
改めたい 

当然の 
ことと思う 

風習やしきたりについて、前回調査と比べると「当然のことと思う」割合はいずれも低く

なっており、「結婚の相手を決めるとき、家柄や血筋を考えること」や「地域の祭りごと等

で、女性が参加できないことがあること」では「改めた方がいい」が半数を超えていること

から、問題意識が高まっていることがうかがえます。一方で「結婚式場で『○○家・△△家

結婚披露宴』といった掲示をすること」については半数に近い人が「当然のことと思う」を

選んでおり、個人よりも家重視の考え方が多いのではないでしょうか。 

（％） 

回答数 469人 

（％） 

回答数 919人 



4 

53.7 31.1 

1.7 

11.1 2.3 

37.1 

35.2 

23.9 

37.5 

14.5 

23.2 

30.3 

30.5 

26.0 

27.7 

21.5 

22.6 

6.0 

6.6 

11.5 

9.4 

11.7 

13.4 

9.4 

11.5 

15.6 

7.0 

19.8 

24.1 

13.4 

12.2 

18.1 

14.3 

27.7 

12.4 

3.8 

4.1 

4.9 

4.1 

4.7 

4.3 

85.7 3.2 

0.4 

7.5 

0.9 

2.3 

Q．親しく付き合っている友人が、被差別部落出身であるとわかった場合、どうしますか。 
 

 

 

 

 

Q．家族や親戚の結婚相手が被差別部落の出身だと知ったとき、どう思いますか。 
 

 

 

 

 
Q．部落差別はどのようにしたらなくせると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

ア 地域社会の中でお互いに交流を広

げる 
 

イ 学習や研修を通して部落問題につ

いての理解を深める 
 

ウ 被差別部落の人たちの教育を高

めたり、生活を安定させる 
 

エ 身元調査をしない・させない運動を

進める 
 

オ 被差別部落の人たちがかたまって

生活せずに、分かれて生活する 
 

カ 部落問題を話題にすることなく、 

そっとしておけば自然になくなる 

不明・
無回答 

どちらかと
いえばそう
思わない 

どちらか
といえば
そう思う 

そう 
思う 

そうは 
思わない 

わから
ない 

「親しい人が被差別部落出身だとわかった場合の対応」では８割以上が「親しくつき

あう」としている一方、「家族や親せきの結婚相手が被差別部落出身だとわかった場合

の対応」では「結婚を祝福する」は５割程度にとどまっており、「なんらかの不安があ

る」「わからない」人が多くなっています。 

部落差別をなくす方策では「被差別部落の人の教育を高めたり、生活を安定させる」

「被差別部落の人がかたまって生活せず、分かれて生活する」に『そう思う（「そう思

う」「どちらかといえばそう思う」の合計）』と回答した人が、それぞれ 49.9%、

36.0%と被差別部落の側に原因があると捉えている人が多いことがうかがえます。また

「部落問題を話題にすることなく、そっとしておけば自然になくなる」に『そう思う』

を選んだ人が半数以上で「寝た子を起こすな」的な考え方が多いことがわかります。 

（％） 

回答数 469人 

全体 

（％） 回答数 
（人） 

469 

表面上は付き
合うが、あまり
仲良くしないよ
うにする 

これまで
と同じよう
に親しく
付き合う 

付き合
いはや
める 

わから

ない 

不
明
・ 

無
回
答 

そ
の
他 

反対しよう
と思う 

反対はしない
が、なんらか
の不安がある 

二人の結婚
を祝福しよう
と思う 

わから 
ない 

不明・ 
無回答 

（％） 

全体 

回答数 

(人) 

469 



5 

30.9 

41.4 

32.2 

34.5 

29.4 

20.0 

16.2 

20.5 

20.5 

22.2 

12.4 

11.3 

19.6 

11.9 

16.0 

31.3 

23.0 

21.1 

16.6 

19.8 

2.8 

4.1 

3.2 

13.0 

9.2 

2.6 

4.1 

3.4 

3.4 

3.4 

62.8 

34.3 

46.3 

18.6 

23.8 

22.0 

10.9 

25.3 

19.2 

1.1 

6.4 

4.1 

6.0 

9.1 

7.7 

0.5 

1.1 

0.9 

 

Q．女性の人権に関する次のことがらについて、問題があると思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q．自治会三役に女性にも入ってもらう提案についてあなたはどう思いますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ア 男性は仕事を女性は家事（育児・介護）を

すべきだという考えには問題がある 
 

イ 「女のくせに」「女だから」と言うことには問

題がある 

ウ 会議や地域の集まりで、いつも女性が 

お茶を出すことには問題がある  
エ 女性のヌード写真を掲載した雑誌を多く

の人が出入りするところに置いておくこと 

  には問題がある 

オ 会合等で、いつも女性が下座に座ること

には問題がある 

 

不明・
無回答 

どちらかと
いえばそう
思わない 

どちらか
といえば
そう思う 

そう 
思う 

そうは 
思わない 

わから
ない 

 女性の人権についてのア～オすべての設問に関して、『問題があると思う（「そう思う」

「どちらかといえばそう思う」の合計）』と回答している人が、ほぼ半数にとどまっており、

問題意識を高めるための一層の啓発が必要といえます。 

半数近い人が女性の自治会参画に賛成しその実現を求めています。ところがそのことに

男性よりも女性の方が消極的であるという結果があり、固定観念に縛られているのは男性

だけではないことがわかります。 

（％） 

回答数 469人 

不明・
無回答 

現実に
は無理
だと思う 

時間を
かけて
話し合う
べき 

ぜひ
実現さ
せるべ
き 

よい提
案だとは
思わな
い 

わから
ない 

（％） 

全体 

 

女性 

 

男性 

回答数
(人) 

469 

 

265 

 

183 



6 

71.6 

38.0 

35.6 

42.0 

34.5 

22.6 

3.4 

12.6 

1.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80%

全体

Q．セクシュアル・マイノリティに関して特にどのようなことが問題だと思いますか。 

※複数回答 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

1．理解や認識が不十分であること 

 

2．職場、学校などで嫌がらせやいじめがあること 

 

3．就職、学校などで不利な扱いがあること 

 

4．差別的な言動があること 

 

5．じろじろ見たり、さけたりすること 

 

6．施設の利用などを拒否すること 

 

7．特に問題ということはない           

 

8．わからない 

 

9．その他 

 

10．不明・無回答 

 

※ セクシュアル・マイノリティ…同性愛の人や、性同一性障がいなど自分の性に違和

感を覚える人たちのこと。性的少数者ともいいます。 

回答者

（人） 

469 

 「理解や認識が不十分であること」を問題点として選んだ人が多くなっています。セク

シュアル・マイノリティの人権問題は近年注目を浴びるようになった人権課題です。「特

に問題ということはない」という回答が極めて少なく、多くの人が問題意識を持ってい

ます。竜王町でも今後啓発を進めていく必要があると思われます。 



7 

52.7 

50.5 

55.4 

53.5 

35.2 

32.4 

29.2 

28.1 

9.8 

14.5 

12.4 

15.8 

2.3 

2.6 

3.0 

2.6 

Q．子どもの人権にかかる次のことがらについて、問題があると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q．子どもの人権が尊重されるため、特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 

※複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ア 成績や学歴などで 
子どもを評価する 

 

イ しつけのために子どもを
たたく 

 

ウ 子どもの習い事・スポー
ツ・進学先・友人関係な
どを親が決める 

 
エ 子どもの日記や携帯電
話の SNSやメールを勝
手に見る 

 

 

 

 

 

不明・
無回答 

わからない 問題があると
思わない 

問題が 
あると思う 

子どもの人権についてのア～エす

べての設問に関して、『問題があると

思う（「そう思う」）』と回答してい

る人が、ほぼ半数にとどまっていま

す。「しつけのために子どもをたた

く」についても、３割以上が『問題が

あると思わない』と回答しており、体

罰を容認する意識がまだ多いことが

うかがえます。 

子どもの人権尊重のために必要な

こととして、「家庭、地域、学校の連

携を強め、社会全体で子どもを見守

ること」「子ども自身が安心して話が

できる居場所づくりや相談体制を充

実させること」などの割合が高くな

っています。また、大きな社会問題で

あるインターネットやSNSへの関心

が、比較的低くなっています。 

（％） 

回答数 469人 

76.1 

49.0 

52.2 

62.7 

44.3 

3.4 

2.3 

1.1 

77.4 

50.6 

52.8 

67.2 

50.2 

4.2 

1.1 

1.5 

74.3 

45.9 

52.5 

58.5 

36.1 

2.7 

4.4 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭、地域、学校の連携を強め、

社会全体で子どもを見守ること

いじめ防止の取り組みや

研修を充実させること

子どもへの犯罪や虐待の

防止策を充実させること

子ども自身が安心して話ができる

居場所づくりや相談体制

を充実させること

インターネットやSNS上のトラブルや

いじめを未然に防ぐこと

わからない

その他

不明・無回答

全体

女性

男性

1．家庭、地域、学校の連携を強め、 

社会全体で子どもを見守ること 

 

2．いじめ防止の取り組みや研修を 

充実させること 

 

3．子どもへの犯罪や虐待の防止策 

を充実させること 

 

4．子ども自身が安心して話ができ

る居場所づくりや相談体制を 

充実させること 
 
5．インターネットや SNS上のトラブ

ルやいじめを未然に防ぐこと  

 

6．わからない 

 

7．その他 

 

8．不明・無回答 

回答者

（人） 

469 
 

265 
 

183 



8 

Q．認知症で徘徊（はいかい）する高齢者に対して、介護する家族がカギをかけたりするこ

とに対してどう思いますか。 

 

 

 
 
 

Q．高齢者の人権が尊重されるために、特に必要なことはどのようなことだと思いますか。 

※複数回答 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.1 

39.9 

37.1 

53.3 

2.1 

6.6 

2.3 

1.1 

70.2 

37.4 

40.0 

55.5 

1.5 

7.5 

1.9 

1.1 

71.6 

42.6 

31.7 

51.4 

2.7 

4.9 

3.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

認知症高齢者の徘徊防止のた

めに鍵をかけることについて、

「しかたがないと思う」割合が、

50歳代以下の人たちは7割以上

と高くなっていますが、60 歳代

を超えるとその割合が急に減っ

ています。立場の違いがはっき

りあらわれています。 

高齢者の人権尊重のために必

要なこととして、「高齢者が社会

参加できる機会や場を増やすこ

と」「認知症などに対しての学習

機会を充実させること」の割合

が高くなっています。 

70.8 

75.9 

75.0 

81.0 

83.6 

75.3 

64.2 

57.4 

8.7 

6.9 

2.8 

6.9 

1.6 

6.8 

12.3 

13.8 

13.4 

13.8 

13.9 

8.6 

11.5 

13.7 

15.1 

17.0 

6.2 

8.3 

3.4 

3.3 

4.1 

8.5 

9.6 

0.9 

3.4 

2.1 

全体 

 

10歳代 

 

20歳代 

 

30歳代 

 

40歳代 

 

50歳代 

 

60歳代 

 

70歳代以上 

不明・
無回答 

わから
ない 

間違ってい
ると思う 

しかたが 
ないと思う 

その他 

回答数
(人) 

469 

 

29 

 

36 

 

58 

 

61 

 

73 

 

106 

 

94 

1．高齢者が社会参加できる
機会や場を増やすこと 

 
2．まちや建物のつくりを 
高齢者に配慮すること 

 
3．高齢者への犯罪や虐待の
防止策を充実させること 

 
4．認知症などに対しての 
学習機会を充実させること 

 

5．特に必要なことはない 

 

6．わからない 

 

7．その他 

 

8．不明・無回答 

回答数 

(人) 

469 

265 

183 

 

（％） 
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2.6 

8.6 

2.7 

3.8 

1.1 

50.7 

31.0 

33.3 

44.8 

60.7 

54.8 

51.9 

57.4 

36.0 

55.2 

52.8 

39.7 

32.8 

38.4 

31.1 

25.5 

9.0 

13.8 

13.9 

6.9 

6.6 

2.7 

11.3 

10.6 

1.7 

1.4 

1.9 

5.3 

52.0 

69.3 

30.3 

59.1 

20.0 

1.7 

6.0 

1.1 

1.9 

50.9 

68.3 

29.8 

57.0 

19.2 

1.1 

7.2 

0.8 

1.9 

54.6 

68.9 

30.6 

59.0 

20.2 

2.7 

4.4 

1.6 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

Q．外国人のアパート入居希望を家主が断ることについて、どう思いますか。 

 

 

Q．外国人の人権が尊重されるために必要なことは、どのようなことだと思いますか。 

※複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1．多文化共生に向けての交流会

や研修会を実施すること 
 

2．情報を外国人にわかりやすく

伝える配慮をすること 
 

3．不当な就労や雇用等に対する

罰則を強化すること 
 

4．外国人が日本語や日本社会に

ついて学ぶ機会を提供すること 
 

5．ヘイトスピーチに対する罰則を

強化すること 
 

6．特に必要なことはない 

 

7．わからない 

 

8 その他 

 

9 不明・無回答 

わから
ない 

間違って 
いる 

どちらとも
いえない 

当然だと
思う 

不明・
無回答 

全体 

 

10歳代 

 

20歳代 

 

30歳代 

 

40歳代 

 

50歳代 

 

60歳代 

 

70歳代以上 

回答数
(人) 

469 

 

29 

 

36 

 

58 

 

61 

 

73 

 

106 

 

94 

外国人のアパート入居希望

を家主が断ることについて、

「どちらともいえない」が全体

で５割程度となっていますが、

若い世代ほど「間違っている」

と答える割合が高くなってお

り、外国人の存在を身近に感じ

ているのかもしれません。 

外国人の人権尊重のために

必要なこととして、「情報を外

国人にわかりやすく伝える配

慮をすること」「外国人が日本

語や日本社会について学ぶ機

会を提供すること」などの割合

が高くなっています。 

回答数 

(人) 

469 

265 

183 

（％） 
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72.9 

55.9 

50.1 

37.7 

1.9 

6.0 

1.9 

1.9 

71.7 

56.6 

49.1 

37.0 

1.1 

6.8 

2.3 

1.9 

74.9 

53.6 

51.4 

36.6 

3.3 

4.9 

1.6 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

女性

男性

1．障がい者が仕事に就けるように

すること 
 
2．スロープや障がい者用トイレ等
を設けたり、手話通訳者をおくな
どの配慮を行うこと 

 

3．障がい者との交流を進めること 

 

4．障がい者の人権問題に対する
研修会などを開催すること 

 

5．特に必要なことはない 

 

6．わからない 

 

7．その他 

 

8．不明・無回答 

6.8 

16.2 

30.4 

11.1 

31.9 

45.7 

43.5 

35.8 

59.7 

37.1 

23.9 

50.3 

1.6 

1.0 

2.2 

2.8 

Q．「『障害者差別解消法』の内容を知っていますか」「障がい者施設が開催するイベントに

参加したことがありますか」 

                「障害者差別解消法」の内容を知っていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Q．障がい者の人権が尊重されるために必要なのはどんなことだと思いますか。 

※複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 

(人) 

469 

265 

183 

障害者差別解消法の内容の

認知度について、障がい者施設

が開催するイベントに参加し

たことがある人は「知ってい

る」割合が高くなっています。

そうしたイベントや研修会等

への参加促進が大切なことだ

と思われます。 

障がい者の人権尊重のため

に必要なこととして、「障がい

者が仕事に就けるようにする

こと」「スロープや障がい者用

トイレ等を設けたり、手話通訳

者をおくなどの配慮を行うこ

と」の割合が高くなっていま

す。 

障
が
い
者
施
設
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に 

参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か 

 

不明・
無回答 

知らない 知っている 聞いたことは
あるが、詳し
くは知らない 

全体 

 

何度も参加したことがある 

 

1～2度参加したことがある 

 

参加したことがない 

回答数 

(人) 

469 

 

46 

 

105 

 

310 

（％） 
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71.0 

49.0 

58.6 

59.5 

4.9 

0.6 

2.6 

72.1 

54.0 

64.9 

63.4 

4.2 

0.8 

2.3 

70.5 

41.0 

49.2 

54.1 

4.9 

0.5 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

全体

女性

男性

Q．患者の人権が尊重されるために必要なのは、どんなことだと思いますか。 

※複数回答 

 

 

 

 

 

 

  

1．患者の病状を正しく理解して配慮をすること 

 

2．検査や治療に関する説明を受けたうえで、患者

自身が治療方法を決めること 

 
3．治療方針に関して、主治医だけでなく、別の医師
（医療機関）からも意見を求めること 
（セカンドオピニオン） 

 

4．患者本人や家族が心のケアを受けられること 

 

5．わからない 

 

6．その他 

 

7．不明・無回答 

回答数 

(人) 

469 

265 

183 

患者の人権尊重のために必要なこととして、「患者の病状を正しく理解して配慮する

こと」が最も高くなっている一方、「検査や治療に関する説明を受けたうえで、患者自

身が治療方法を決めること」の割合が他に比べて低くなっています。患者自身の意思を

尊重することが患者の人権にとって重要であることを学ぶことが必要です。 
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22.2 

34.5 

61.1 

44.8 

29.5 

16.4 

10.4 

3.2 

41.4 

41.4 

25.0 

31.0 

42.6 

42.5 

50.0 

41.5 

0.6 

3.4 

2.8 

1.7 

33.3 

20.7 

11.1 

22.4 

27.9 

39.7 

36.8 

47.9 

2.6 

1.4 

2.8 

7.4 

64.2 

69.3 

49.0 

58.2 

42.0 

24.9 

56.3 

39.4 

0.4 

9.6 

3.0 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80%

全体

Q．ネット上で根拠のないうわさや差別的書き込みを見たり、書き込んだ経験がありますか。 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
Q．ネット上の人権侵害で、どのようなことが問題だと思いますか。※複数回答 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
  

1．他人の批判や悪口が掲載されていること 

2．根拠のないうそのニュースが掲載されること 

3．差別をあおるような情報が掲載されること 

4．プライバシーに関する情報が掲載されること 

5．一部の出会い系サイトが犯罪につながっていること 

6．未成年の容疑者の実名や写真が掲載されること 

7．インターネットや SNSを使ったいじめ（特に子ども）が発生していること 

8．わいせつな画像や残虐な画像といった有害な情報が掲載されること 

9．特に問題と思うことはない  

10．わからない 

11．その他 

12．不明・無回答 

全体 

 

10歳代 

 

20歳代 

 

30歳代 

 

40歳代 

 

50歳代 

 

60歳代 

 

70歳代以上 

回答数
(人) 

469 

 

29 

 

36 

 

58 

 

61 

 

73 

 

106 

 

94 

実際に見
たことはな
いが、そう
いう話を聞
いたことは
ある 

不明・
無回答 

なにも 
知らない 

実際に
見たこと
がある 

実際に自分
のことを書き
込まれたり、
自分自身も
書き込んだこ
とがある 

 ネット上で、根拠のないうわさや差別的書き込みを「見たことがある」は 20 歳代で最も高

くなっています。「問題だと思うこと」では「根拠のないうそのニュースが掲載されること」

の割合が最も高く、ネットを適切に使いこなす能力の向上が課題と考えられます。 

 選択肢の中で 6 を選んだ人が他の選択肢よりも少なくなっています。「容疑者」であるこ

とがその理由だとすれば、「たとえ容疑者であっても、守られなければならない人権がある」

ということも併せて啓発していく必要があると思われます。 

回答数 

(人) 

469 

（％） 
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37.7 

43.1 

27.1 

32.8 

17.3 

11.3 

14.9 

8.3 

15.1 

8.3 

17.9 

33.9 

33.9 

5.5 

8.1 

2.8 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体

Q．あなたが関心を持っている人権問題は何ですか。※複数回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

1．男女の人権尊重 

2．子どもの人権 

3．高齢者の人権 

4．障がい者の人権 

5．患者やその家族の人権 

6．部落問題 

7．外国人の人権 

8．在日朝鮮・韓国人の人権 

9．犯罪被害者等の人権 

10．刑を終えて出所した人の人権 

11．セクシュアル・マイノリティの人権 

12．インターネットや SNS上の人権侵害 

13．労働環境をめぐる問題 

14．ホームレスの人権 

15．わからない 

16．その他  

17．不明・無回答 

回答数 

(人) 

469 

 関心を持っている人権問題について、「部落問題」を選んだ人が少なくなっていますが、4

ページにあるように課題はまだ残されています。今後も啓発や研修を続けていく必要があり

ます。「在日朝鮮・韓国人の人権」はヘイトスピーチが社会問題になっているにもかかわら

ず関心が低くなっています。「刑を終えて出所した人の人権」「ホームレスの人権」も関心

が低くなっており、これまで竜王町ではほとんど取り上げられてこなかったテーマですが、

いずれも大切な人権問題であり、啓発や研修の機会を積極的に持つべきです。 

 一方で、「インターネットや SNS 上の人権侵害」「労働環境をめぐる問題」などについて

は、今日的な社会問題を反映して関心が高くなっています。 
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44.3 

4.5 

7.5 

11.3 

1.7 

25.8 

2.8 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全体

3.2 

5.4 

36.7 

39.0 

13.9 

12.5 

5.5 

6.3 

39.2 

33.8 

1.5 

3.0 

Q．竜王町の今後の取り組みについてどうしたらいいと思いますか。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
Q．竜王町の人権尊重のまちづくりは、どの程度達成できていると思いますか。 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

  

1．研修の回数は現状のままでよいが、内容や

手法に工夫をこらして取り組む 

 

2．もっと研修の機会を増やす 

 

3．研修の回数、内容、方法とも今のままでよい 

 

4．大切なものだけ残して研修機会を減らす 

 

5．一定の成果もあるので、今後は各人に任せて 

研修はなくす 

 
6．わからない 

 

7．その他  

 

8．不明・無回答 

回答数 

(人) 

469 

 今後の取り組みについて、「研修の回数は現状のままでよいが、内容や手法に工夫をこら

して取り組む」の割合が最も高くなっています。 

 竜王町の人権に関する取組の達成度について、『達成している（「十分達成している」「ま

あまあ達成している」の合計）』は４割弱と前回よりも若干低くなっており、今後、人権教

育についてより魅力あるものと感じられるよう、さらなる創意工夫が必要です。 

不明・
無回答 

物足り
なく感
じる 

まあまあ
達成して
いる 

十分達成
している 

達成
してい
ない 

今回調査（2019） 

 

前回調査（2012） 

回答数
(人) 

469 

 

919 

（％） 

わか
らない 
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調査結果を今後に生かすために 

1．これまでの取り組みを粘り強く継続していく 
 竜王町では長年にわたり、部落問題・女性・子ども・高齢者・障がい者・外国人・患者・インターネ

ット・その他さまざまな人権という、9 つの個別課題を設けて人権教育に取り組んできました。 

 今回の調査では、人権に関する宣言や条例の認知度が上がっていました。人権に関する研修会への

参加率も上がっており、滋賀県調査結果と比べても高い数値になっています。ほかにもさまざまな設

問の中で、町民の意識の高まりや前向きな姿勢を随所に見ることができました。これまでの取り組み

を通して、町民の人権意識は徐々に高まりつつあるのではないでしょうか。継続した取り組みの大切

さが実感されます。 
 

2．新しい啓発・研修手法のための創意工夫 
 これまで取り組んできた 9 つの個別課題については、ある程度の理解が進む中、性別・年代による

問題意識の差や、まだまだ風習やしきたりにとらわれている点、知らないことから起きる偏見の存在

など、さまざまな問題点が見られました。今後も個別課題への継続した取り組みが求められていると

ころですが、そこには「残された課題を明確にすること」と「課題解決にふさわしい新しい切り口や啓

発方法を創造すること」が必要です。 
 

3．時代の流れに沿った新しい人権課題へのアプローチ 
 2012 年度調査から 7 年の間に、セクシャル・マイノリティ、ヘイトスピーチやインターネット上で

の人権侵害など、新たな人権課題に注目が集まるようになりました。竜王町でも、これまで取り組んで

きた 9 つの人権課題に加えて、上記のような新しい課題に取り組んでいくことが求められています。 
 

4．地区別懇談会・男女共同参画集会の内容の充実 
 今回の調査の中で「人権研修会への参加経験が多いほど法律や条例の認知度が高い」という結果が

見られました。学習機会をたくさん持つことで、多くの大切なことを知ることができ、それが豊かな人

権感覚の形成につながっていくと思われます。 

 竜王町ではさまざまな学習機会を毎年計画的に設けていますが、最も参加者数が多いのが、各自治

会で開催されている地区別懇談会と男女共同参画集会です。今後も各自治会と協働しながら、多様な

学習機会の確保と内容の充実を図ることが求められています。 
 

5．若い世代の人たちの参加を増やすために 
 若い世代の人たちの持つ課題も明らかになりました。10～30 歳代では、人権研修に参加したことが

ある割合は前回調査と比べて高くなっていますが、それでも約８割が参加したことがないと回答して

います。 

 こうした若い世代の人権研修への参加を増やすことは長年の課題とされてきました。若い世代が興

味関心を持つテーマ設定や、インターネットの活用など若い世代への新たな周知方法の工夫、また、学

校や PTA、所属している団体や職場との連携について検討が必要です。 

竜王町人権に関する町民意識調査報告書【概要版】2020 年３月 竜王町教育委員会
〒520－2592  蒲生郡竜王町大字小口 3 番地 
電  話   0748－58－3711  ＦＡＸ   0748－58－2655 
メール   syogaku@town.ryuoh.shiga.jp 


